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　目的　葛1・2 ･ 3 報においてli実施調査・結果・考勢を報告し。仕居參習指尊の鴎疆を･

整理した。それ･こよると間題)X，指411内吝・教師の指事力量おjび叔育制洩にあることが

わoヽ。た, そこで今回Iの霊習指璋要領ま訂にあｱこ'). 特･こ指幕内碁石J.ひ指導方法につい

て考穿;と遠め,高察雲樅往居学習指募の向上に募きたい。
　方法来報まr- に報告し副主居客習指尊実:態と新掌習指尊奪領丿応よび教科書(6批)の指

確内各とど比較検討した。

　鱗栗　学習指導要領でw象庭軽営の立場・ヽら構成されているが，現場教師IA家庭生活の

みiことどまらず広（社会生=活やそのあう方も含めて考える立｡場も必要としており。この住

領域の特殊柱赳惹慮に入れ, 主徒の発ま段階にたCて住左活のあり方ど者之さitることの

で~きる指尊内各,Cす･5必要がある。ぎに教科書の内砦,こついてで･あるが。各教科香はその

取上げ方にそれぞれ持癩ﾐがある。実態細査で必要複された「'/i主宅間題４の項についてはほと

んa-の教科書で触れられてt･るが,同し;＜重寥複きれる｢‘趾活療座･地域環境Alこついては

取上-'/方が非常に少ない。一is-／'h主居の衛生｡と安全一についてI3iどの放科書む力魚ヵぐμvヽ

れている。他領域■他教科・小･中枚との糾恚ごおいても重戦禍うなどの続題が見られ指
蕃内各の枕M.の必唾Ｍピ感じた。以上のよ3 な新家習指尊嬰領･放吟書。指導内各・襖討に

加机住領域は特に生徒の希往地域および教師の指尊力量にも;来い蘭悳乞もつので･，現場

(7)指導では主徒の生活環境や住老健｡に合わせ=だ内昏ぎ温択し，散弩の指導力の充実Eきf図り

ながら徐々Iこ指毎内岩を'改善していくことが必要である。
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